
 

 

 

 

 

 

 

ここ富岡総合公園がある地は、海岸線が埋め立てられる以前、特に明治時代のころ風光

明媚な地だったこともあり、休養や海水浴に多くの方が東京方面から訪れたそうです。 

１９３４年（昭和９年）頃から海岸線の埋め立てが始まり、旧日本海軍横浜航空隊基地

（飛行艇基地）として使用されました。 

終戦後、米軍に接収され１９７１年（昭和４６年）に返還されたのち、１９７５年（昭

和５０年）に、その一部を横浜市が整備し「富岡総合公園」として開園しました。 

そんな歴史のある公園には、現在約１０６種類の木々が生い茂っています。 

 

 

 
【発行元】富岡総合公園管理センター  

〒236-0051神奈川県横浜市金沢区富岡東 2-9 
Tel:045-774-3003  

大雪の日（１月２３日 撮影） 

 

 

富岡総合公園の木々たち 
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早朝は、かなりの積雪量があり、あまり雪が降らないこの地域で

は、雪と樹木の織り成す風景がとても綺麗でした。 

 

富岡総合公園歴史ガイド開催 平成 30年 3月 17日（土） 

参加費 500円（先着３０名様） 

場所 富岡総合公園 ※荒天時中止 

集合場所 シーサイドライン「南部市場駅」改札前 

時間 10：00～12：00（集合受付 9：45から） 

内容 横濱金澤シティガイド協会のガイドにより富岡 

総合公園の歴史を説明して頂きます。 

申込先 海の公園管理センター 

電話  045-701-3450（9：00～17：00） 

 
富岡総合公園にある木々の種類 

梅林（２月１６日撮影） 

 

今年も、可愛らしい花を付け

ました。 


